意図推定に基づく情報家電ユーザ支援システムに関する研究 by 千頭和  周平
意図推定に基づく情報家電ユーザ支援システムに関
する研究































































































































































































































































学習により、学習データから （因果関係・ ）を構築する 。
と はソフトウェアで自動化できているが、 は人間が行わなければ





















































































































































































推論結果を表 に示す。第 サイクルでは、 と と に共通する正しい部
分操作系列が観測されているので、 と と の確率が高くなっている。第
サイクルでは、 と に共通する謝った部分操作系列の特徴が観測されている
































を図 に示す。図 に示すように、 はセンサから取得したデータを直接
入力する確率モデルであり、操作系列特徴を自動で発見できる、つまりデータマ
イニングの機能を持った確率モデルである。


































































これら つの異なるネットワーク構造で、 と の つのアルゴリズ
ムでそれぞれ推論を行う。 においては、 、 、 をそれぞれ変化さ
せて推論を行った。 の場合は、 と の値に関わらず推論結果は
一定であった。 が 以上の場合に と を変化させた時は、 の
値に関係なくほぼ同じ傾向の推論結果であった。推論結果を表 と図 に示
す。表 の の推論結果は、 の時である。図 は、 の時に
と を変化させた時の推論結果である。横軸は と の値であ





構造 アルゴリズム メール独自の操作 電話独自の操作 共通の操作 平均












図 の時に、 と を変化させた場合の の推論結果
ベイジアンネットワークと の比較
は学習に影響を与える値なので、学習によるグループ化が片寄っているしまう事
がわかる。 においては、 ～ は推論結果の変動が大きかった。これ



























モデル メール独自の操作 電話独自の操作 共通の操作 平均
表 に と の意図推定結果を示す。 の結果は最も良い結果で
あった 、 、 の時のものである。表より、 の方が推
論結果が良い事がわかる。
は複数回のキーイン操作、すなわち操作系列から特徴を抽出し、それを入
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